
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

           それぞれ個性のある「薫風」になりましたね。 

            「書けないよ～」といいながらも一生懸命書いてくださいました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

豆ご飯にして 

美味しく頂きました 

 

 ☆ 今後の行事 誕生日会 

☆ 祭日も営業いたしております。 
☆ ご見学・ご利用体験を随時行っておりますのでお立ち寄りください。 
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発行日  

平成 2８年 ５月１５日 

発行元 

デイサービスふく福かもめ 

静岡市駿河区下島１００６ 

０５４－２６６－５３０７ 

ふくかもだより 

ひとりごと 

『八十八夜』 

八十八夜とは立春から数えて八十八日目。ちょ

うどこの頃、種まきや田植えの準備、茶摘など

の春の農作業を行う時期にあたっており、夏の

準備を始める目安とされてきたそうです。そし

て「八」が二つあるので縁起の良い日と考えら

れていました。「八」「十」「八」の文字を合わせ

ると「米」になり農業にかかわる人々から大切

にされてきたと言われています。 

「八十八夜に摘まれたお茶を飲むと長生きで

きる」「新茶を飲むと病気にならない」と言い伝

えがあるようです。一番茶には栄養価やうまみ

成分が多く含まれているからだそうです。 

なんだか新茶が飲みたくなってきませんか？ 


